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會

金

　

陵

　

古

　

蹟

　

圖

　

考

　
　
　

朱

　
　
　

悛
著

　
　
　
　

民
國
二
十
五
年
八
月
商
務
印
書
館
資
行
、
菊
版
Ξ
○
九
頁
、

　
　
　
　

折
込
附
圖
七
葉
、
定
價
一
元
二
角

　

金
陵
古
蹟
名
勝
影
集

　
　

朱

　
　

僕
編

　
　
　
　
　

民
國
二
十
五
年
七
月
商
務
印
書
館
登
行
。
四
六
倍
版
九
六
頁

　
　
　
　
　

定
價
二
元
五
角

　

右
雨
書
は
表
題
か
ら
も
判
る
如
く
對
を
な
す
も
の
、
一
は
テ
キ

ス
ト
、
他
は
プ
’
レ
ー
ト
で
あ
る
。
後
者
は
序
文
に
も
あ
る
如
く
婿

る
所
の
照
片
二
千
訟
張
よ
り
三
百
十
七
張
を
精
選
し
た
も
の
で
あ

る
・
編
著
者
朱
僕
は
狽
逸
仕
込
む
新
進
學
者
で
今
中
央
大
學
の
教

授
。
既
に
「
建
康
蘭
陵
六
朝
陵
墓
圖
考
」
な
る
好
著
の
あ
る
こ
と

は
本
誌
前
銃
に
水
野
君
の
紹
介
し
た
所
。
堅
賞
な
科
學
的
方
法
を

以
て
歴
史
地
理
の
研
究
を
着
々
行
ふ
あ
た
り
、
好
感
が
も
た
れ

る
ｏ

　

金
陵
部
ち
南
京
Ｑ
古
蹟
は
至
Ｏ
Ｗ
繁
多
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
書

研
究
の
範
園
は
有
形
０
史
蹟
を
主
と
す
る
。
尤
も
城
郭
・
宮
閥
・

陵
炭
・
祠
廟
・
玄
観
・
梵
刹
・
園
林
・
邸
宅
よ
り
溝
渠
橋
梁
に
及
。

ぶ
建
築
塾
術
が
そ
０
中
心
部
分
と
な
る
。
但
し
人
文
の
甕
達
は
天

然
の
環
境
に
よ
る
か
ら
第
一
章
に
は
先
づ
金
陵
。
の
形
勢
を
斂
べ
、

山
脈
水
系
の
大
概
を
略
述
す
る
。
自
然
地
理
か
既
に
明
ら
か
に
な

っ
た
か
ら
第
二
章
は
金
陵
の
沿
革
を
綜
述
し
、
第
三
章
以
後
は
下

記
の
如
く
歴
代
史
蹟
を
分
斂
す
る
。
秦
漢
以
前
之
遺
蹟
（
第
三
章
）

六
朝
城
郭
宮
閥
遺
址
（
第
四
章
）
六
朝
陵
墓
（
第
五
章
）
南
朝
四
百
八

十
寺
（
第
六
章
）
隋
唐
之
遺
蹟
（
第
七
章
）
南
唐
之
遺
蹟
（
第
八
章
）
宋

元
之
遣
蹟
（
第
九
章
）
明
代
之
遺
蹟
（
第
十
章
）
漏
清
及
太
平
天
國
遺

蹟
（
第
十
一
章
）
。
古
蹟
の
今
日
に
存
す
る
者
は
地
理
の
分
布
に
依

わ
’
、
亘
を
分
ち
類
を
分
っ
て
斂
述
す
る
。
印
ち
第
十
二
章
に
於
て

は
玄
観
・
祠
宇
・
梵
刹
を
第
十
三
章
は
園
林
第
宅
を
總
斂
し
、
第

十
四
章
結
論
を
以
て
終
っ
て
ゐ
る
。
毎
章
各
節
の
末
に
歴
代
詞
人

－
朱
樹
自
ら
も
含
め
て
Ｉ
の
詩
詞
題
詠
を
附
し
、
思
古
の
幽
情
を

甕
し
盛
衰
０
観
感
を
興
す
よ
す
が
と
し
て
ゐ
る
。

　

研
究
方
法
は
飽
迄
賞
地
調
査
を
主
と
し
撮
影
測
量
の
工
作
を
施

し
て
ゐ
る
が
、
遣
跡
の
潭
滅
せ
る
も
の
は
之
を
古
籍
に
求
め
一
々

出
處
を
註
明
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
０
參
考
書
籍
は
百
種
に
上
っ

て
ゐ
る
・
以
上
は
本
書
緒
論
に
言
ふ
所
を
抄
書
し
た
も
の
で
あ

る
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

-53-

｜

｜

｜

｜

｜

・
｜

・
｜

｜

・
｜

・
ｉ

・
｜

・
ｉ

・

｜

｜

ｌ

ｊ



j５4

　

テ
キ
ス
ー
の
末
に
附
し
た
「
金
陵
附
郭
古
蹟
路
線
圖
」
を
展
げ

て
第
一
章
の
形
勢
と
十
二
、
三
章
の
現
存
せ
る
古
蹟
を
捕
み
、
併

せ
て
プ
レ
ー
ト
を
參
照
す
る
な
ら
ば
居
な
が
ら
に
し
て
金
陵
に
遊

ぶ
が
如
き
思
ひ
あ
ら
し
め
る
。
か
く
現
状
を
理
解
し
て
後
、
上
は

秦
漢
以
前
の
遺
蹟
よ
り
下
は
太
平
天
國
の
そ
れ
に
至
る
ま
で
を
通

讃
す
れ
ば
興
趣
深
く
こ
の
地
の
歴
史
が
達
観
で
き
る
で
あ
ら
う
。

私
自
身
そ
こ
ま
で
精
讃
し
て
は
ゐ
な
い
が
蹟
過
中
ご
一
気
の
附
い

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
今
後
こ
の
書
を
讃
む
人
の
た
め
に
書
留
め
て

お
か
う
。
テ
キ
ス
ト
と
プ
レ
ー
ト
を
對
照
す
べ
き
こ
と
は
営
然
す

ぎ
る
程
富
然
な
こ
と
で
あ
り
、
著
者
自
ら
も
国
考
の
凡
例
中
に

「
別
印
金
陵
古
蹟
名
勝
影
集
問
世
。
惟
一
圖
一
考
相
輔
而
行
。
故

本
書
所
註
圖
頁
。
皆
指
金
陵
古
蹟
名
勝
影
集
而
言
也
。
」
と
い
ひ
、

影
集
０
方
に
も
同
様
注
意
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
圖
考
中
に
指
示
し

た
国
版
番
親
で
影
集
を
參
照
す
れ
ば
似
て
も
似
つ
か
ね
寫
員
が
出

て
く
る
・
尤
も
中
に
は
合
致
し
た
も
の
も
あ
る
が
殆
ん
ど
番
琥
が

違
つ
て
ゐ
る
。
圖
考
十
五
頁
鍾
山
０
條
に
始
め
て
影
集
の
參
照
圖

番
競
が
載
つ
て
ゐ
る
。
圖
一
九
二
よ
り
一
九
六
を
參
照
せ
よ
と
あ

る
の
で
影
集
を
見
る
と
一
九
二
は
毘
盧
寺
之
供
棹
で
以
下
山
ら
し

き
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
鍾
山
は
国
二
〇
四
よ
り
二
〇
九
を
參
照

す
べ
。
き
で
あ
る
。
帥
ち
圖
考
と
影
集
で
は
十
二
、
三
国
番
が
す
れ

て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
蓋
し
も
と
も
と
第
何
圖
の
Ａ
Ｂ
等
と
あ
っ
た

も
の
を
通
番
を
附
し
た
た
め
に
漸
々
後
に
な
る
程
す
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
折
角
０
便
利
な
仕
組
が
之
で
は
ぶ
っ
こ

は
し
で
あ
る
。
い
づ
れ
出
版
周
列
あ
た
り
に
そ
の
訂
正
が
出
る
で

あ
ら
う
。

　

次
に
金
陵
史
蹟
研
究
の
參
考
書
と
し
て
百
種
に
上
る
典
籍
が
掲

げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
柳
胎
徴
等
の
編
纂
し
た
首
都
志
巻
十
五
蓼
文

志
三
、
南
京
掌
故
書
目
に
は
朱
氏
の
書
目
に
洩
れ
て
ゐ
る
も
の
が

少
く
な
い
か
ら
互
に
參
看
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
尤
も
こ
の
雨
者
共

に
洩
れ
た
も
の
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
が
二
種
あ
る
。
一
は
劉
名

芳
の
賓
華
山
志
で
あ
り
、
二
は
劉
世
玲
０
南
朝
寺
考
で
あ
る
。
南

朝
寺
考
は
孫
文
川
の
書
を
原
本
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
陳
作
霖
の
南

朝
佛
寺
志
と
同
様
で
あ
る
が
、
劉
氏
の
こ
の
書
は
更
に
孫
陳
雨
氏

の
脆
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
営
然
參
考
に
供
せ
ね
ぼ
な
ら

ぬ
書
物
で
あ
ら
う
。
こ
の
外
に
も
參
考
す
べ
き
書
に
し
て
朱
・
柳

雨
氏
の
目
か
ら
洩
れ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
ら
う
。
更
に
完
備
し
た
金

陵
史
蹟
研
究
參
考
書
目
の
編
纂
を
希
望
し
て
已
ま
ぬ
。

　

圖
考
第
六
章
南
朝
四
百
八
十
寺
は
右
の
陳
作
霖
の
南
朝
佛
寺
志

に
依
っ
て
表
を
立
て
そ
の
沿
革
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。

モ
０
詳
し
い
こ
と
は
第
十
二
章
近
代
の
梵
刹
中
に
分
紀
し
て
ゐ

-
？lj

゛｜
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る
。
こ
の
’
雨
者
は
圖
考
と
影
集
の
如
く
「
相
輔
而
行
」
べ
き
も
０
で

あ
る
か
ら
、
沿
革
表
の
下
に
第
十
二
章
の
參
照
頁
を
附
し
て
ｓ
７

れ
た
ら
と
望
蜀
０
感
に
堪
へ
ぬ
。

　

第
四
章
六
朝
城
郭
宮
閥
遺
址
に
開
し
て
は
本
書
一
護
後
、
岡
崎

氏
の
「
六
代
帝
邑
致
略
」
（
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
所

牧
）
を
反
ま
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。
殊
に
本
書
第
二
節
の
六
朝

水
道
考
は
岡
崎
氏
論
文
中
の
諸
水
致
略
に
見
ゆ
る
如
き
深
き
史
的

理
解
に
ま
で
高
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

六
朝
陵
墓
に
つ
い
て
は
本
書
の
著
者
に
は
別
に
専
著
が
あ
り
、

本
誌
前
読
で
水
野
君
が
そ
の
時
「
朱
希
阻
（
朱
侑
の
父
）
が
前
篇
で

張
瑛
の
Ｉ
誤
に
か
ぞ
へ
た
棲
霞
山
獅
子
衝
宋
文
帝
陵
脆
を
と
り
極

力
考
澄
し
た
陳
文
帝
陵
脆
を
採
用
し
て
な
い
」
（
七
八
頁
下
段
）
こ

と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
圖
考
第
六
章
の
陵
墓
で
は
家
大
人

の
注
意
も
あ
っ
た
の
か
陳
文
帝
陵
脆
に
韓
向
し
て
ゐ
る
。
流
石
に

専
著
ま
で
あ
る
だ
け
に
こ
の
章
は
す
っ
き
り
し
て
ゐ
る
。

　

そ
ｓ
他
か
き
績
け
れ
ば
際
限
な
い
か
ら
打
切
る
。
本
書
の
功
名

談
は
凡
例
中
に
列
車
し
て
あ
る
か
ら
そ
れ
を
參
照
し
て
こ
の
書
Ｏ

價
値
を
認
め
る
こ
と
。
兎
も
角
こ
の
調
子
で
史
蹟
の
調
査
が
進
め

ら
れ
て
行
く
‘
こ
と
は
異
邦
に
在
っ
て
支
那
の
史
地
を
研
究
す
る
者

の
限
り
な
き
喜
び
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

　

（
森

　
　

鹿

　

三
）

　

西
漢
趾
會
経
済
研
究

　
　

陳
二
珊
江
著

　
　
　
　
　

中
國
祀
會
史
叢
書
（
八
）

　

民
國
二
十
五
年
Ξ
月
新
生
命
書
局

　
　
　
　
　

出
版
四
六
列
。
定
價
一
元

　

民
國
二
十
二
年
（
一
九
三
三
年
）
伍
啓
元
と
言
ふ
人
が
「
中
國
新

文
化
運
動
概
観
」
を
著
し
て
、
そ
の
時
ま
で
０
支
那
に
於
け
る
新

思
潮
新
浬
動
に
對
し
て
一
廉
の
整
理
０
試
み
を
な
し
て
、
其
の
中

に
、
「
支
那
は
今
や
西
欧
文
化
の
直
輸
入
、
盲
目
的
模
倣
の
時
は
過

ぎ
て
東
方
文
化
の
新
な
る
提
侶
が
始
ま
っ
て
ゐ
る
。
東
方
文
化
Ｏ

新
な
る
提
侶
は
未
だ
始
ま
っ
た
ぱ
か
り
で
こ
れ
が
や
が
て
西
欧
文

化
論
者
の
勢
力
に
代
っ
て
勃
興
す
る
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
廻
光

反
照
の
類
に
過
ぎ
な
い
か
今
は
判
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
西
洋
文
化

の
訣
陥
は
東
方
文
化
の
研
究
を
待
っ
て
、
始
め
て
一
暦
深
く
認
識

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。
将
来
だ
と
へ
西
洋
文
化

論
者
が
勝
利
を
得
る
こ
と
あ
り
と
も
。
思
想
的
に
見
て
、
此
の
新

提
侶
の
東
方
文
化
論
の
影
饗
は
必
中
受
け
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら

う
し
、
か
く
て
始
め
て
西
洋
文
化
に
盲
従
す
る
と
言
ふ
病
態
が
な

く
な
る
で
あ
ら
う
。
廓
の
受
化
こ
そ
甚
だ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

現
布
の
支
那
の
一
般
人
・
の
心
理
的
病
弊
は
他
人
の
模
倣
を
欲
し
な

い
と
言
ふ
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
。
盲
滅
法
に
他
人
の
模
倣
を
事
と
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